
   

第２章  既存データ解析 
 
２－１ 解析の目的 

既存資料を収集、整理、解析することにより、調査対象地域内の鉱床及び鉱徴地の概要

及び賦存状況を把握することを目的とする。収集、解析に供した資料は巻末の参考資料に

示す。 
 
２－２ 地 質 

本調査地域は、1978 年から 1994 年にかけて刊行された 1/10 万地質図幅説明書が存在す

るが、各図幅間の整合性は必ずしも取れているとは言えない。INGEMMET においては、2000

年を初年度とする７年計画の鉱物資源探査計画(Estudio de Recursos Minerales por 

Franja)が南部地域より進行中であり、この作業により既存図幅間の整合性を取ることと

成っている。本調査地域は 2001 年の調査区域（Franja 2）に包含されており、地質層序

の広域的対比、鉱床および鉱徴の記載が実施されている。ここでは鉱物資源探査計画でま

とめられた地質単元を基に記載するが、適宜既往図幅の地質単元にも対比することとする。 

地質層序を概観すれば、先カンブリア紀から第四紀までの堆積岩類及びその変成岩類が、

北西-南東方向に伸張して分布する。これらを貫いて，オルドビス紀～シルル紀、白亜紀

～古第三紀および新第三紀の貫入岩類が分布する。地域南西部～東部に、先カンブリア界

が分布し、北部に向かい次第に若い時代の堆積岩類が分布する。 

以下に、新たに確立された地質層序区分(第 13 図)に従い、変成岩類、堆積岩類および

貫入岩類について、時代順に述べる。各地質単元の末尾に記載した記号は前章の地質単元

区分による記号を準用する。 

 
２－２－１ 先カンブリア界 
1） 海岸基盤複合岩体(Costal Basal Complex； PeB) 

 調査地域南西部の海岸沿いに分布する多種の変成岩類よりなる。これらは片麻岩、眼球

状片麻岩、ミグマタイト、結晶片岩、千枚岩、角閃岩、珪岩等からなる。ミロナイト化し

たゾーンには片麻岩化したアルカリ花崗岩の分布が認められる。 

 片麻岩のRb-Sr年代は1424±70myおよび1307±65my、若干構造変形を受けた花崗岩のRb-Sr

年代は 809±40my、角閃岩の Rb-Sr 年代は 907±45my、ミロナイト化花崗岩(眼球状片麻岩)

の Rb-Sr 年代は 681±30my、631±30my、540±27myを示す(Caldas 1978)。これらの値は各々

源岩、貫入時期および花崗岩の変形時期を現わすと解されている。 

調査地域東部の Majes～Colca 川沿いに点在する広域変成岩体は、当初海岸基盤複合岩

体に一括されていたが、アンデスにおける地質単元の一般的伸張方向で見れば一条内帯に

位置しており、両者の直接の関係が不明のため Caldas(1993)により Majes-Colca 複合岩体

として区分された。調査地域においては模式地となった Majes および Colca 川沿いに分布

する岩体の北西延長部に分布するが、本岩体は再度海岸基盤複合含体に統合された。構成
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する岩石は閃緑岩質～トナル岩質片麻岩、花崗岩質片麻岩、変堆積岩類、角閃岩、ミグマ

タイト等である。 

 閃緑岩質～トナル岩質片麻岩は石英-長石類の白色部と黒雲母-絹雲母を主体とする有色

鉱物の暗色部とが縞状構造をなす。強い折畳みの内部構造が認められる。花崗岩質片麻岩

は一般に粗粒である。時に石英-長石の巨晶を有する眼球片麻岩状を呈することも有る。

変堆積岩は帯緑灰色細粒で緑泥石化した中粒の角閃石よりなる角閃岩、明色ミグマタイト

を伴う。アルカリ花崗岩、塩基性～中性岩脈、小規模板状の柘榴石に富むペグマタイト等

の各種の貫入岩類に貫かれる。アルカリ花崗岩は片麻岩化を受けている。 

 
2）San Juan 累層 (PeA) 
 海岸基盤複合岩体を傾斜不整合で覆う。岩質から 3 部層に区分される。下部層は全体と

して石灰質岩であり大理石化している。本部層の基底付近は灰色～明桃色の石灰質片岩の

縞状層準であり、上部に向かい帯黄白色の苦灰質大理石の厚層が漸増する。中部層は全体

として泥質岩よりなり、低変成度の片岩類となる。本部層の下部層準は灰白色の絹雲母片

岩、上部層準は青緑色の緑泥石片岩よりなる。上部層は細粒白色苦灰岩質石灰岩よりなり、

強い角礫化作用を受けた構造的な破砕岩である。 

 本累層は San Nicolas 底盤の貫入岩類に貫かれる。 

 

２－２－２ 古生界 
（１）カンブリア系 
1）Marcona 累層 (Cmb-ma) 

 海岸基盤複合岩体あるいは San Juan 累層等の下位層を傾斜不整合で覆う。基底部に苦

灰質大理石の円礫あるいは石灰質皮膜を有するホルンフェルス化礫岩が分布し、その上位

に厚い珪化砂質石灰岩が分布する。石灰岩層は千枚岩質ホルンフェルス、帯青色～暗灰色

珪岩、一部褐鉄鉱に染まる緑泥石片岩、千枚岩等を挾在する。角礫化結晶質石灰岩も分布

する。 

 本層は San Nicolas 底盤の貫入岩類に貫かれる。 

 
（２）石炭系 
1）Ambo 層群 (Ci-am) 

多量の植物化石を含む石灰質頁岩を挾在する暗灰色～黒色細粒砂岩、植物化石を含む炭

質頁岩～石炭層薄層を挾在する緑灰色砂岩、千枚岩質黒色頁岩、暗灰色シルト岩、暗灰色

～黒色石灰岩等よりなる。下部古生界の花崗岩類を不整合に覆う。産出する植物化石から、

下部石炭系に対比される。 

 
2）Tarma 層群 (Cs-ta) 

海岸基盤複合岩体を不整合に覆い、Mitu 層群に不整合に覆われる。方解石、緑簾石の微
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細脈を伴う緑灰色泥岩、黄色～オレンジ色頁岩薄層、緑灰色細粒砂岩、灰色珪化石灰岩を

挟む暗灰色シルト岩、暗灰色石灰岩を挟む成層した緑灰色千枚岩質頁岩、多量のフズリナ

および珊瑚の形骸を含む灰色石灰岩を挟む緑色砂岩よりなる。石灰岩の礫を有する礫岩層

を挟むことがある。 

包含される珊瑚から上部石炭系に対比される。 

 
（３）二畳-三畳系 
1）Mitu 層群 (Per-mi) 

本層群はTarma層群を傾斜不整合で覆う。アルコースおよびアルコース質砂岩よりなる。

アルコース質砂岩は暗灰色～赤色、細～中粒の淘汰の悪い砂岩であり、アルコースは紅色

で粗粒の角ばった長石-石英粒より構成される。移動距離の少ない陸成堆積物の特徴を示

す。 

 
２－２－３ 中生界 
（１）ジュラ系 
1）Chocolate 累層 (Ji-ch) 

 海岸地帯に分布し海岸基盤複合岩体あるいは Tarma 層群を傾斜不整合で覆う。下部の チ

ャラ(Chala)部層と上部のルクミジャ(Lucmilla)部層とに細分される。 

 Chala 部層は主として堆積岩類よりなる。緑灰色細～中粒砂岩を主体とし、緑色礫岩、

灰色～緑灰色～緑色の安山岩～粗面安山岩を挾在する。火山岩類は上部に向け出現頻度が

高まる。基底部付近には磁鉄鉱、鏡鉄鉱、褐鉄鉱等よりなる鉄鉱層を数層胚胎する。  

 Lucmilla 部層は主として火山岩類よりなる。褐色斑状安山岩を主体とし、赤褐色～紫褐

色安山岩、石英安山岩、火山角礫岩、流紋岩、レータイト等を随伴する。本累層では褶曲

構造は認められず、走向 E-W～N60°E、傾斜 10～20°N の単斜構造を示す。 

 Chala 部層の緑色～緑灰色砂岩中の腕足類化石から下部ジュラ系に対比される。 
 
2）Guaneros 累層 (Js-gu) 

 海岸地帯に分布する。下位層である Chocolate 累層を浸蝕不整合で覆う。頂部は Yura

層群へ漸移する。 

 下部層準は灰色泥岩、明灰色砂岩、板状細粒火山碎屑岩の互層で、灰色～明灰色のバン

ディング-チャートを挾在する。上部に向かい白色珪岩質砂岩が卓越する。上部層準は暗

灰色～緑灰色、塊状～板状安山岩主体で、堆積物の層準を伴う安山岩質火山角礫岩を伴う。

明灰色チャート、化石に富む暗灰色泥灰岩、時に化石を含む弱い再結晶化した灰色～明灰

色～黄灰色石灰岩を挾在する。非常に稀に明灰色～白色珪岩質砂岩を挟むが、上部で若干

多く出現する。 

 産出する化石から上部ジュラ系(Portlandian～Tithonian)に対比される。 
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3）Socosani 累層 (Jm-so) 

 山岳部にて出現する。基底部は不明であるが、頂部は剥削不整合により Yura 層群に覆

われる。灰黄色泥灰岩質石灰岩、団塊に富む暗灰色瀝青質石灰岩、石灰岩団塊を含む石灰

質黒色砂岩を主体とし、チャートを伴う魚卵状石灰岩、砂岩、粘板岩、安山岩を挾在する。 

 産出する化石から中部ジュラ系(Dogger)に対比される。 

 

4）Yura 層群 (JK-yu) 

海岸地帯(調査地域西部)と山岳地帯(調査地域東部)とでは、本層群の層序学的位置が異

なる。山岳地帯では中部ジュラ系後期から下部白亜系前期までの砕屑岩類からなり、5 累

層に細分されているが、海岸地帯では上部ジュラ系末期から下部白亜系前期までの砕屑岩

類からなる。 

山岳地帯(調査地域東部)では、Socosani 累層を浸蝕不整合で覆い、走向 NW-SE、NE 傾斜

の単斜構造を示す。5 累層に細分される。頂部は整合関係で Murco 累層へ移行する。以下

下位層準から記す。 

①プエンテ(Puente)累層 

帯黄色～帯緑色砂岩を主体とし、暗色炭質頁岩の薄層を挾在する。下部～中部 Callovian

～Oxfordian に対比される。 

②カチオス(Cachios)累層 

 暗灰色頁岩を主体とし、砂岩およびベージュ色の泥岩の薄層を挾在する。アンモナイト

を含む団塊を産する。下部 Oxfordian に対比される。 

③ラブラ(Labra)累層 

 明灰色砂岩よりなる。風化すれば帯桃色～帯黄色を呈する。本層の下部層準には植物化

石を含む炭質頁岩層を、上部層準には灰色～黒色シルト岩層を挾在する。Tithonian～

Berriasian に対比される。 

④グラマダル(Gramadal)累層 

 黒灰色石灰岩を主体とし、帯紫色頁岩を挾在する。腹足類、珊瑚類、アンモナイト類等

の破片を多産する。Kimmeridgian～Neocomian に対比される。 

⑤ワルワニ(Hualhuani)累層 

 白色石英質細粒～中粒砂岩よりなる。偽層が発達する。風化により帯黄色～帯赤色を呈

する。上部に向かうにつれ粒度が粗くなり、頂部では細粒礫岩となる。植物の破片(茎)の

化石しか産しないため正確な時代対比は出来ていないが、層位学的に下部白亜系に対比さ

れる。 

 海岸地帯(調査地域西部)では、基底部は Guaneros 累層を整合関係で覆い、頂部は Casma

層群に整合関係で漸移する。 

下部層準は白色～明灰色～灰色細粒砂岩～石英質砂岩を主体とする。偽層を有する。風化

すれば鉄分の酸化により茶色～暗赤色を呈する。灰色～暗灰色シルト岩～頁岩、石灰岩～

砂質石灰岩等を挾在する。時に黒色の安山岩質火山砕屑岩の挟みを伴う。 
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上部層準は灰色～明灰色～白色砂岩、珪岩質砂岩、グレイワッケ質砂岩からなり偽層を有

する。下部層に比し挾在層が数量･厚さ共に減少し、石灰岩は出現しない。灰色シルト岩

および頁岩を挾在する。 

 Tithonian～Aptian に対比され、東部地域の Yura 層群の Gramadal 累層～Hualhuani 累

層に対応すると解されている。 

 
（２）白亜系 
1）Casma 層群 (Ki-ca) 

従来本調査地域では海岸地帯においてコポラ(Copara)累層として記載されていたが、鉱

物資源探査計画の一環として実施されているペルー全土における層序対比の見直しの結果、

北部～中部にかけて記載される Casma 層群への統合が計られた。山岳地帯の Murco 累層お

よびその上位の Arcurquina 累層に対応する。 

下位の Yura 層群と整合関係である。下位層準は灰色～緑灰色、中～粗粒火山砕屑岩質

砂岩を主体とし、同色の細粒火山角礫岩を挾在する。上部に向け灰色～緑灰色安山岩質火

山角礫岩が卓越する。中部層準は珪岩礫および火山岩礫よりなる礫岩である。基質は帯黄

灰色砂質である。頂部に向け帯黄色、中～粗粒グレイワッケ～アルコース質砂岩へと変化

し、頂部は灰色～白色珪岩、灰色シルト岩、安山岩質火山碎屑岩の互層となる。時にチャ

ート質石灰岩層を挟む。上部層準は安山岩質火山角礫岩主体で、灰色石灰岩、チャート質

石灰岩、石灰質グレイワッケ、細粒礫岩を挾在する。 

化石に乏しいが、層位学的に Neocomian～Albian に対比され、調査地域東部の山岳地帯

の Murco 累層に対応する。 

 

2）Pariatambo 累層 (Ki-pa) 

 従来ポルタチュエロ(Portachuelo)累層として調査地域の海岸地帯において記載されて

いたが、より普遍的な Pariatambo 累層に統合された。灰色～暗灰色石灰岩、ミクライト

質石灰岩、チャート質石灰岩、明灰色石灰岩よりなる。方解石に交代されたウミユリ類、

中腹足類(キリガイダマシ)、カキ類の化石破片を多量に含む。灰色～明灰色、細粒石灰質

砂岩を挾在し、紫灰色火山砕屑岩層を伴う。上部に向かい縞状チャート質石灰岩に変化す

る。緑灰色、中～粗粒火山砕屑岩質砂岩の薄層を挾在する。時に火山角礫岩層を伴う。 

中部 Albian に対比され、調査地域東部の山岳地帯の Arcurquina 累層に対応する。 

 

3）Murco 累層 (Ki-mu) 

 山岳地域において Yura 層群 Hualhuani 累層に整合関係で累重し、Arcurquina 累層へ整

合関係で移行する。3部層に細分される。 

下部層は団塊に富むが化石を欠如する暗灰色石灰岩であり、頂部は赤色岩層に移行する。

中～粗粒白色砂岩層を挾在する。 

中部層は緑灰色礫岩質砂岩を挾在する紫赤色グレイワッケよりなる。上部に向けレンガ赤
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色細粒薄成層砂岩へ変化する。 

上部層は、下位より偽層を有する灰色砂岩、赤色～帯紫色泥岩～頁岩と砂糖状石膏層との

互層、シルト岩薄層互層、泥灰岩質石灰岩へと変化し、Arcurquina 累層へ移行する。緑色

シルト岩を伴うオリーブ色砂岩、石灰質砂岩、泥灰岩を挾在する。 

 層位学的に下部 Neocomian～下部 Albian に対比される。 

 

4） Arcurquina 累層 (Ki-ar) 

 山岳地域において Murco 累層を整合に覆い、Seraj 累層に不整合に覆われる。2 部層に

細分される。下部層は青灰色薄成層泥灰岩質石灰岩と帯黄色石灰質砂岩との互層よりなる。

稀にチャート団塊を伴う。上部層はウニ類、アンモナイト類の化石に富み、黄色～赤色～

桃色の染みを有し強く角礫化した青灰色石灰岩よりなる。黒色～茶色～ベージュ色のチャ

ート団塊を伴う。 

 Aptian～中部 Albian に対比される。 

 

5） Seraj 累層 (Ks-se) 

 山岳地域において Arcurquina 累層を浸蝕不整合で覆い、San Jose 累層に傾斜不整合で

覆われる。2部層に細分される。 

下部層は赤色粗粒砂岩～細粒礫岩を基底とし、赤色～明緑色細粒砂岩、帯紫色石灰質砂岩

と帯黄色～帯赤色角礫化石灰岩互層よりなる。岩塩および石膏のレンズ状層準を挾在する。

岩塩層は稼行された実績がある。石灰岩層は斑岩類の貫入により大理石化した層準も認め

られる。 

上部層は陸成砂質砕屑岩層であり、赤色砂岩、シルト岩の薄成層互層に白灰色硬質砂岩を

挾在する。 

 腹足類、二枚貝類、アンモナイト類により Albian～Santonian に対比される 

 

２－２－４ 新生界 
（１）古第三系 
1） San José 累層 (KP-sj) 

 山岳地域において Yura 層群あるいは Seraj 累層を傾斜不整合に覆う。頂部は Caraveli

累層に浸蝕不整合で覆われる。大部分が帯赤色であり、成層構造の明瞭な砂岩、頁岩、粘

土層を主体とする。石膏の細脈に富み、礫岩層を挟み、多量の蒸発岩層を伴う特徴を有す

る。浅い湖沼性の堆積環境である。2部層に細分される。 

下部層；砂岩(80％以上)を主体とする。石膏の細脈を伴うシルト層を挾在する。場所によ

りレンガ赤色の細粒礫岩を挾在する。礫岩は中粒～粗粒砂岩を挟む。砂岩層は亜円粒の長

石類および石英よりなり、基質は粘土質～凝灰質緻密で、時に石灰質となる。礫岩の礫種

は大部分が珪岩、火山岩類、貫入岩類である。 

上部層；偽層がしばしば認められる砂岩を主体とするが、下部層よりも泥質かつ凝灰質で
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あり、非常によく成層する。アルコース質砂岩、頁岩、雑色のシルト岩を挾在する。更に

本層の上部には多量の石膏、硬石膏層および岩塩、珪藻土薄層を挾在する特徴がある。石

膏層は白色、時に帯赤色を呈し、最も普遍的である。2～3m の層厚を有する。硬石膏は白色

～半透明でレンズ状あるいは径 2～20cm の団塊として産する。岩塩および珪藻土は白色で、

雑色の頁岩、シルト岩中に厚さ 2～8cm の挟みとして特に上部にて産する。 

 化石を産出せず、層位学的に白亜紀末～古第三紀初頭に位置付けられる。 

 
2） Caraveli 累層 (Pe-ca) 

 山岳地域に分布し、第１期アンデス造構期に対応するモラッセ堆積物で特徴つけられる。

３部層に細分される。上部層と下部層は礫岩質の非常に脆い粗粒岩であるが、中部層は細

粒礫岩層を挾在する硬堅で成層した碎屑岩である。 

クルス ブランカ(Cruz Blanca)部層；亜円礫～円礫からなる灰色～帯桃灰色中粒礫岩であ

る。礫種は 60％が珪岩であり、Bella Union 複合岩体由来の斑岩類、石灰岩、貫入岩類お

よび基盤岩類等を含む。上部に向け石灰質基質が増し硬くなる。 

クノ クノ(Cuno Cuno)部層；明灰色～緑灰色～桃灰色～茶色を呈する凝灰質頁岩、細粒砂

岩、凝灰質薄層理を挟むシルト岩よりなる。非常に堅硬な火山灰薄層、海緑石を含み植物

の破片を多量に含む緑色砂岩、細粒～中粒礫岩を挾在する。 

アルトス デ カルパ(Altos de Calpa)部層；円～亜円礫の固結度が低く淘汰の悪い灰色～

明灰色不均質礫岩である。礫種は珪岩、火山岩類を主体とし、石灰岩、砂岩、貫入岩類、

片麻岩類を伴う。基質は石灰質砂である。上部は凝灰岩薄層を挟む。頂部は砂岩および白

色凝灰岩を挟む火山砕屑岩となる。 

 化石を産出せず、層位学的に上部 Paleocene～下部 Eocene に位置付けられる。 

 
3） Paracas 層群 (Pe-pa) 

 下位層準(変成岩類、貫入岩類、中生界)を不整合で覆い、Tacasa 層群に傾斜不整合で覆

われる。基底部は礫岩よりなる。礫種は変成岩類、貫入岩類、火山岩類であり、基質は砂

質である。時に石灰質となる。この上部は頁岩薄層、砂質石灰岩、石灰岩薄層をレンズ状

に挟み、偽層を示す黄褐色粘土質砂岩層となる。中位に向かい頁岩主体となる。若干石灰

質であり、紫褐色の泥灰岩に変化することもある。レンズ状の凝灰岩層、白色珪藻土層を

挾在する。上部に向かい凝灰岩層、白色珪藻土層の薄層の挟みを多産する。稼行可能な層

厚を有する緑灰色ベントナイト層も存在する。場所によっては石灰岩～苦灰岩団塊を産し、

石膏細脈が発達する層準も認められる。 

 腹足類、二枚貝類、大型有孔虫類、ウニ類、蔓脚類、珪藻土等により中部～上部 Eocene

に対比される。 

 

（２）新第三系 

1） Pisco 累層 (Nm-pi) 
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 海岸地域において下位層を傾斜不整合で覆う。下部は帯黄色礫岩質粗粒砂岩を主とし非

常に破砕された貝殻に富む層準を挾在する。中部に向かい黄色細粒砂岩へと変化し、脆い

石膏細脈に切られる鉄分に富む層準、白色珪藻土層、凝灰岩等を挾在する。中部はベント

ナイト質粘土および灰色～白色凝灰質砂岩をしばしば挟む細粒砂岩であり、多量の化石、

微化石を包含し、泥灰岩、ボーセラナイト、珪質砂岩の結核体を伴う。上部は凝灰質中粒

～細粒砂岩の互層であり、頂部に向かい溶岩および火山灰薄層が増加する。砂岩、泥灰岩

質石灰岩、頁岩、珪藻土層を挾在する。有孔虫類、珪藻類、腹足類、腕足類等の化石を多

量に産する。稀に鯨類の化石を産する。 

 珪藻類の化石から中部 Miocene～下部 Pliocene に対比される。 

 
2）Tacaza 層群 (PN-ta) 

山岳地域において Yura 層群を傾斜不整合で覆い、センカ(Sencca)累層に傾斜不整合で覆

われる。火山岩類を主体とし下部に湖沼堆積物および礫岩層を挾在する。浸蝕不整合によ

り 2部層に区分される。 

下部層は広い湖沼環境で堆積した石英安山岩質白色凝灰質堆積岩であり、風化により黄色

化する。上部に向け礫岩層を挾在する緑色～帯紫色レータイト質～石英安山岩質角礫岩お

よび溶岩、緑色～紫色斑状安山岩を挾在する茶色安山岩質火山角礫岩となる。 

上部層は一連の火山岩系よりなる。赤紫色～暗灰色安山岩質～流紋岩質～石英安山岩質溶

岩を主体とし、黄白色～帯赤色の角礫岩、イグニンブライト、凝灰質礫岩等の火山砕屑岩

を挾在する。 

K/Ar 年代が下部の凝灰岩で 19.1±0.3my、上部の凝灰岩で 18.9±0.4myが得られており、

下部～中部 Miocene に対比される。 

 
3）Camaná 層群 (Nm-ca) 

 山岳地域において Paracas 累層を浸蝕不整合で覆い、Huaylillas 累層に不整合で覆われ

る。中～粗粒石灰質砂岩を主体とし、細粒礫岩および火山砕屑岩層を挾在する。基底部は

白色～帯黄白色～帯桃色の堅硬な凝灰岩層を伴う。 

 化石を多産するが標準化石を含まないため、層位学的に上部 Oligocene～下部 Miocene

に対比される。 

 
4）Nasca 層群 (Nm-na) 

山岳地域において海岸底盤、褶曲した中生界あるいは古第三系の火山岩類や堆積岩類を

傾斜不整合で覆い、Alpabamba 累層に浸蝕不整合で覆われる。2部層に細分される。 

下部層は明灰色～明褐色の多源礫岩からなる。礫径は最大 20cm にも達する。基質は細粒

～粗粒淘汰の悪い砂質から凝灰質であり、上部に向け明灰色～帯白色、淘汰の悪い凝灰質

細～粗粒砂岩に変化する。 

上部層は Nazca 凝灰岩層として知られており、流紋岩質～流紋石英安山岩質～石英安山岩
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質凝灰岩よりなる。イグニンブライトあるいは未固結火山砕屑物の層準、比重の重い細粒

火山細屑物および火山灰よりなる泥流、多量の岩片および軽石片の存在等により最低 7 単

元に細分され得る。 

 凝灰岩で 18.9±0.4myが得られており、下部 Miocene に対比される。 

 
5）Alpabamba 累層 (Nm-al) 

 山岳地域において Tacaza 層群を傾斜不整合で覆い、Sencca 累層に傾斜不整合で覆われ

る。航空写真ではシワシワ模様が特徴的で容易に識別することができる。白色～灰白色～

ベージュ色イグニンブライト質凝灰岩および青灰色石英安山岩質～流紋岩質凝灰質堆積物

よりなる。緑灰色細粒砂岩を挟むこともある。 

 凝灰岩の K/Ar 年代は 13.8±0.3myであり、中部～上部 Miocene に対比される。 

 

6） Huaylillas 累層 (Nm-hu) 

 山岳地域において Tacasa 層群を傾斜不整合で、海岸底盤や第三紀海成層を浸蝕不整合

で覆う。灰色～帯黄白色～灰黄色～帯桃灰色石英安山岩質～流紋岩質凝灰岩よりなり、溶

岩流を若干伴う。 

 層位学的に上部 Miocene に対比される。 

 
7）Sencca 累層  

山岳地域において Alpabamba 累層を傾斜不整合で覆う。下部は帯黄白色凝灰角礫岩、軽

石およびガラスの破片を含む火山礫凝灰岩よりなり、上部は白色火山灰よりなる。組成は

流紋岩質、流紋石英安山岩質、石英安山岩質、安山岩質を示す。風化により茶色～帯赤色

に変化する。 

K/Ar 年代で 6.2±0.2myが得られており、中部～上部 Pliocene に対比されている。 

 
8）Changuillo 累層 (Np-ch) 

Ica～Nazca 区域の海岸地域に出現する。Pisco 累層を整合的に覆い、第四系に傾斜不整

合で覆われる。下部層は固結度の低い厚成層の細粒～中粒アルコース質砂岩であり、白灰

色シルト岩および泥岩を挾在する。礫岩のレンズ状挟みや砂岩および凝灰岩の挟みも認め

られる。上部に向かい帯緑色～帯黄灰色海成砂岩を伴う。上部層は陸成相で特徴付けられ

る。基底部は円磨度の非常によい礫岩である。次いで礫、シルト質砂、シルトの半固結互

層であり、凝灰質砂岩、凝灰質シルト岩を挾在する。 

層位学的に上部 Pliocene～Pleistocene に対比される。 

 

（３）第四系 
1） Cañete 累層  

海岸地域に分布する。一般には陸成相であり、古沖積層よりなる。シルト質砂を伴う
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亜円粒の砕屑物で構成される半固結礫岩および珪藻土層を含む茶色、中粒～粗粒砂岩より

なる。淘汰悪く偽層を有する。 

Pleistocene に対比される。 

 
2）Barroso 層群 (NQ-ba) 

山岳地域に分布し、3累層に細分される。下部層は Arequipa における Chila 火山岩類に

対比され、明灰色～暗灰色安山岩質～石英安山岩質溶岩よりなり、帯黄白色凝灰角礫岩～

集塊岩のレンズ状挟みを有する。基底部には岩滓あるいは軽石を含む凝灰質礫岩を伴う。

中部層は Barroso 火山岩類に対比され、青灰色～帯赤灰色安山岩質溶岩よりなる。硫黄を

含むことがある。場所により灰色砂岩を挾在する。上部層はプルプリニ(Purupurini)火山

岩類に対比され、気泡に富み、流理構造を有する潜晶質溶岩よりなる。 

Arequipa における Chila 火山岩の K/Ar 年代で 2.35myが得られており、上部 Pliocene～下

部 Pleistocene に対比されている。 

 
3）現世堆積物 

現世堆積物は谷、盆地、平原を満たしている。調査地域では氷堆石、氷河堆積物(Q-g)、

沖積層(Q-al)、崖錐(Q-el)、風成層(Q-e)が分布する。更に現世の火山活動に由来する火山

砕屑岩類(Q-and)が分布する。 
 

２－２－５ 貫入岩類 
 
調査地域にはバソリスを形成する下部古生界および白亜紀末の貫入岩類と上部白亜紀初

頭および新第三紀初頭の安山岩質貫入岩類とが分布する。その年代と組成から以下のよう

に区分できる。 
 

（１）San Nicolas バソリス (P-sn) 

 調査地域西部を占める Ica 図(29-l)からチャパラ(Chaparra)図(32-o)にかけての海岸山

脈において、海岸基盤複合岩体、San Jan 累層および Marcona 累層を貫き、Ambo 層群ある

いは Tarma 層群に覆われる。 

 バソリスを構成する岩石は、斑レイ岩～閃緑岩、花崗閃緑岩～トナル岩、アダメロ岩、

花崗岩および花崗斑岩～石英斑岩の 5 岩相に大別することができる。貫入時期もほぼこの

記載順であり、バソリスの構成岩相は塩基性岩質から酸性岩質へと岩石組成は変化する。 

斑レイ岩～閃緑岩は緑灰色～暗灰色～黒色、中粒組織を示し、不規則な小岩体として分布

する。これらの塩基性岩体はバソリスを構成する後期の花崗閃緑岩、アダメロ岩に貫かれ、

熱変成作用を被り、接触部には再結晶化した接触変成帯を形成する。本岩体が基盤岩の片

麻岩類中に貫入する場合、片麻岩の片麻構造に調和的な有色鉱物の配列を認めることがあ

る。 
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花崗閃緑岩～トナル岩は灰色～帯桃灰色～帯赤灰色を呈し、中粒等粒状組織を、時に斑状

組織を示す。本岩は海岸線にほぼ平行に、比較的広い分布をなす。本岩も母岩の葉理構造

に平行な、角閃石の弱い配列が認められる。本岩はバソリスを構成するアダメロ岩、花崗

岩、斑岩類に貫かれる。 

アダメロ岩は帯桃灰色～サーモン桃色～帯赤色、中粒～粗粒組織を有する。バソリスを構

成する複合岩体の中心部に分布する。花崗岩に貫かれる。 

花崗岩は明灰色～桃色～サーモン桃色～赤色を呈し、中粒等粒状組織を有し、基盤岩であ

る片麻岩の片理構造に調和的な葉理構造を示すこともある。花崗閃緑岩を捕獲岩として伴

うこともある。 

花崗斑岩～石英斑岩は小岩株ないし岩脈として分布する。灰桃色～明赤色～暗赤褐色～黒

色を呈する。斑岩類はバソリス構成岩全てを貫く最も若い岩種である。 

 San Juan 図(31-m)におけるアダメロ岩から得られた黒雲母の K/Ar 年代は 442±10.4my～

438±9.4my、角閃石の K/Ar 年代は 428±12.2my～421±10.9myであり、Rb/Sr 全岩アイソクロ

ン年代で 392±2myが得られている。これらの測定値と層序関係から Ordovician～Silurian

の貫入岩であるとされる。 

 

（２）中生代貫入岩類 
 中生代の貫入岩類は後期白亜紀初頭の Bella Union 複合岩体と白亜紀末の海岸バソリス

に区分できる。Bella Union 複合岩体は海岸バソリス分布域の西縁を縁取って断続的に分

布する。 

 
1） Bella Union 複合岩体 (Ki-bu) 

 ジュラ系～下部白亜系を貫き、海岸バソリス構成岩に切られる安山岩質貫入岩類である。

Aptian～Albian に生じた北西-南東の弱線帯に貫入したものであり、海岸バソリス火成活動

の前駆と位置付けられている。3期の貫入時期が識別されている。前 2期は安山岩質～石英

安山岩質貫入角礫岩であり、第 3期は同様組成の岩脈群よりなる。 

第１期；ブロック状の角礫～亜角礫よりなる貫入角礫岩である。最も広い分布をなす。角

礫は緑灰色～紫灰色安山岩～石英安山岩であり、時に堆積岩類岩片を含む。選択的浸蝕～

風化による空洞が特徴的に発達する。 

第 2 期；前期と同様の貫入角礫岩であるが、前者に比し角礫岩片の礫径は小さく、またそ

の分布範囲も狭い。 

第 3 期；茶色～帯紫色を呈し、熱変質により灰色～緑色に変化する安山岩質斑岩～石英安

山岩～流紋デイサイト岩脈である。岩相変化に富み、一部には強い緑泥石化変質を被り、

黄鉄鉱を鉱染する場合もある。 

 Palpa および San Juan 図においては Tunga 安山岩との名称で灰緑色～緑灰色～茶色を呈

する安山岩の小岩株～岩脈が記載される。Bella Union 複合岩後、海岸バソリス前の活動

との記載であり、ここでは複合岩体に包含する。更に、Chuquibamba 図(32-q)では Socosani
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累層に貫入し、スカルン化変質を与え、Barroso 層群に覆われる石英安山岩～流紋石英安

山岩の小岩株をパンパチャクラ(Pampachacra)石英安山岩として記載している。時代決定

の根拠は無いとしながらも Bella Union 複合岩体と同時期であろうと記載されているので、

ここでは本岩体も複合岩体に包含する。 

 本複合岩体はまず半固結状態で貫入岩体のストーピングが生じて角礫岩体が形成され、

混成あるいは同化作用を伴う小岩株の貫入が生じ、最後に母岩の不規則な割目系に岩脈類

が貫入したと解されている。更に本複合岩体の分布域には種々の鉱床あるいは鉱徴が分布

する。銅鉱化作用が特に顕著であり、第 3 期の岩脈類がこれらの鉱化作用に関与している

ものと解されている。 

 下部白亜系の Copara 累層および Portachuelo 累層を貫き、海岸バソリス構成岩に貫か

れることから後期白亜紀初頭の貫入とされる。 

 

2） 海岸バソリス(Costal Batholith) 

 海岸バソリスはアンデス方向に調和的に、北はエクアドルから南はチリまで総延長

2400km に亘って分布する複合貫入岩体である。ペルーにおいては南北延長 1600km、幅 60km

の分布域を有し、北よりピウラ(Piura)、トルヒジョ(Trujillo)、Lima、Arequipa および

トケパラ(Toquepala)の 5 帯(Segment)に区分される。調査地域は Arequipa 帯に属する。 

 全岩系が記載され、かつ各岩系の年代測定値が示される Ica～Cordova 図に準拠すれば、

Arequipa 帯は古い順に Patap、Linga、Pampahuasi、Incahuasi および Tiabaya の 5 岩系

(Superunit)に細分される。一般的に Arequipa 帯における Linga 岩系は最も若い時代に位

置付けられており、貫入関係の対比には注意を要する。 

Patap 岩系(Ki-pt)；斑レイ岩質岩よりなり、橄欖石･輝石斑レイ岩、複輝石斑レイ岩、普

通輝石･角閃石斑レイ岩、角閃石斑レイ岩および角閃石閃緑岩の 5 岩相が区分される。普

通輝石･角閃石斑レイ岩および角閃石斑レイ岩が主体をなす。 

Linga 岩系(Ki-li)；モンゾニ岩質岩が主体である。モンゾ斑レイ岩、モンゾ閃緑岩、モン

ゾニ岩、石英モンゾニ岩、トナル岩、花崗閃緑岩、モンゾ花崗岩および花崗岩等の岩相を

示す。本岩系の分布域は Cu、Fe、Mo の鉱化作用が認められる。K/Ar 年代で 97±3myの値が

得られている。 

Pampahuasi 岩系(Ks-pa)；Cordova 図にのみ分布する。閃緑岩主体でトナル岩を伴う。Tiabaya

岩系のトナル岩に切られる。K/Ar 年代および U/Pb 年代で 94myの値が得られている。 

Incahuasi 岩系(Ks-in)；花崗閃緑岩～トナル岩を主体とし、斑レイ閃緑岩、閃緑岩、モン

ゾ閃緑岩、モンゾ花崗岩および花崗岩等を伴う。K/Ar 年代で 82.5±1.4my の値が、Rb/Sr

全岩アイソクロン年代で 90.8±18myおよび 94.7±11.7myが得られている。 

Tiabaya 岩系(Ks-ti)；花崗閃緑岩を主体とし、トナル岩、斑レイ閃緑岩、石英閃緑岩、モ

ンゾ花崗岩、アダメロ岩を伴う。K/Ar 年代で 82.5±1.4myの値が得られている。 

 Nazca 図においては Tiabaya 岩系の花崗閃緑岩を貫き花崗岩小岩株が分布する。本岩株

は帯赤色優白質中粒岩であり、場所により斑状組織を示す。ペグマタイト質花崗岩、アプ
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ライト質微花崗岩を伴う。本区域のバソリス火成活動の最末期の岩体であるとされる。 

 調査地域東端の Orcopampa および Huambo 図においては前述の 5 岩系に区分されずに、

西部岩体と北東部岩体とに区分されていたが、西部岩体は閃緑岩主体で、トナル岩、花崗

閃緑岩、アダメロ岩を、北東部岩体はアダメロ岩～花崗閃緑岩および白色花崗岩～桃色花

崗岩を主体としており、Tiabaya 岩系に対比された。 

 更に、調査地域南西部の San Juan、Acari、Yauca 図においても 5 岩系での区分はなさ

れず、Acari 閃緑岩体、カラパンパ(Calapampa)トナル岩体、サン ビセンテ(San Vicente)

トナル岩体およびコブレパンパ(Cobrepampa)モンゾニ岩体として記載される。 

Acari 閃緑岩体は岩体の主体を成す灰色～緑灰色粗粒閃緑岩を中心に、その外側に緑灰色

細粒閃緑岩が分布し、これらを優白質石英閃緑岩岩脈が貫き、更に磁鉄鉱脈および輝岩岩

脈が曹長石化作用を伴い貫入し、石英脈および炭酸塩脈が最後に生じる。本岩体は Acari

鉄鉱床の鉱化作用に関与したとされる。INGEMMET 図(1999)ではジュラ系の岩体として記載

されているが、新たな資料が追加されたわけでもないので、本報告書では岩質から Patap

岩系に対比した。 

Calapampa トナル岩体は中心部に灰色粗粒トナル岩が分布し、外側に向かい閃緑岩あるい

は花崗閃緑岩に岩相が変化する。若干の硫化物を伴う。 

San Vicente トナル岩体は明灰色粗粒トナル岩よりなり、若干の硫化物を伴う。ロス イン

カス(Los Incas)金鉱脈鉱床の生成に関与したとされる。本報告書では Linga 岩系に対比

した。 

Cobrepampa モンゾニ岩体は灰色～帯桃色石英モンゾニ岩が主体をなし、外縁部は桃色アダ

メロ岩となり、アダメロ岩岩脈を伴う。Acari における銅鉱脈鉱床の大半は本岩体の周辺

に分布することより本区域の銅鉱化作用に関与したとされる。INGEMMET 図(1999)では Linga

岩系に対比される。 

 
（３）新生代貫入岩類 
新生代の貫入岩類は白亜紀末の海岸バソリスの後火成活動に由来する花崗岩質岩の小規模

貫入岩類、上部白亜紀～古第三紀と新第三紀前期の半深成岩類とに区分できる。花崗岩質

貫入岩類は明確な貫入時期の決定指標が示されておらず、ここでは前記海岸バソリスに包

含して記載した。 
 
1）上部白亜紀～古第三紀脈岩類 

 Huambo 図中央部から南東方向へ延びる西北西-東南東系の断層沿いの延長 25km、幅 4km

に亘って石英安山岩岩株が分布する。本岩株はアシュワ(Ashua)岩株と呼ばれ、海岸バソ

リス最末期の活動に由来するとされる。周囲の母岩に熱水変質は与えていない。Arcurquina

累層を貫き Tacaza 層群に覆われることより、上部白亜紀～古第三紀に対比される。海岸

バソリス Tiabaya 岩系に対比した。 
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3） 新第三紀脈岩類 (P-an/ri) 

 Nazca 図北端および中央部に明灰色を呈する石英安山岩岩株が分布する。風化変質によ

り黄白色に変色する。本岩株は、Tacaza 層群を貫き Alpabamba 累層相当層に覆われること

から下部 Miocene に対比される。 

 Caraveli 図の北西端に Huaylillas 累層を貫く石英安山岩および安山岩の小規模岩株が

分布する。新第三紀に対比される。 

 Huambo 図北東部～Orcopampa 南端および Orcopampa 中央部に Tacaza 層群を貫く石英安

山岩～流紋岩岩株が分布する。Tacaza 層群の火山活動に由来する火成活動であるとされ、

火山岩の噴出後の角礫迸入活動である。強い熱水変質(珪化変質)作用および黄鉄鉱化作用

を伴う。岩色は緑泥石化作用により灰緑色を呈する。 

 

２－３ 地質構造 
 本調査地域における地質構造は、地形の特徴を際立たせる。地形区分を概観すれば、太

平洋岸から海岸山脈、プレアンデス平原および西部アンデス山脈であり、調査地域東部に

は西部アンデス山脈中に大局的構造に調和的な火山丘帯が存在する。 

 海岸山脈は先カンブリア紀の基盤複合岩体および下部古生界の堆積岩類および貫入岩類

からなり、一般走向 N50～60°W のブロック断層帯で形成されたホルストである。古生層

の褶曲構造は不明瞭であるが、Marcona 近辺では太平洋側に開放された半ドーム構造が報

告されている。 

 プレアンデス平原は海岸山脈が分布しない地域では、いわゆる海岸平野と称される区域

である。本調査地域では主として中生界が分布し、いわゆるアンデストレンドの走向隔離

断層が発達する。 

 西部アンデス山脈は、地質構造的にはアンデス前面帯と高原平野帯とに分割される。ア

ンデス前面帯は広い周期の褶曲を伴う重力断層帯であり、海岸底盤迸入帯でもある。海岸

底盤の貫入構造は、既往の NW 系、EW 系および稀に NE 系の断裂に規制され、後の構造運動

により変形する。海岸底盤は母岩に接触変成作用を与え、原構造を消去するが、褶曲や断

層等の形成には関与していないとされる。底盤迸入後再度重力断層が発生しホルスト構造

をけいせいする。 

調査地域東端の Huambo 図においてはアンデス前面帯の最上部から高原平野帯にかけて強

変動帯(圧縮帯)が分布する。横臥褶曲および高角度衝上断層帯であり、横臥褶曲は一般に

転倒背斜褶曲軸と対を成す。褶曲軸は概して短く時に雁行する。一般走向は N45°W で北

部から連続するが、Colca 川にて屈曲し N60°E に転じる。調査地域南東端にて再度屈曲し、

アンデストレンドを回復する。この屈曲は、調査地域北部において“Abancay 屈曲”と呼

称される走向変移構造に類似する。 

 西部アンデス山脈高原平野帯は調査地域東部 Orcopampa 図に位置し、主として第三系お

よび第四系の火山岩および陸成層よりなる。現世の火山分布域は火山丘帯として区分され

る。高原平野帯はブロック断層帯であり、弱い圧縮応力場に位置する。第三系は弱い褶曲
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構造を示し、全体として複背斜構造を示す。NW-SE 系の断層は一般に右横ずれのセンスが

滑面の鏡肌から読み取られている。第四系の火山はこれらの断層の展張場での再活動に起

因し、線状配列をなす。 

 
２－４ 鉱 床 
Ponzoni E.(1980)によるとペルーの鉱床生成区は、西部鉱床生成区と東部鉱床生成区に

大別され、西部は３帯の鉱床生成亜区に、東部は２帯に細分される。調査対象地域は、こ

の区分に従えば、西部鉱床生成区の銅鉱床生成亜区および多金属鉱床生成亜区に位置する。

銅鉱床生成亜区は更に銅鉱帯、鉄鉱帯および金鉱帯に細分される(第 14 図)。 

INGEMMET(1995)によれば、本調査地域には太平洋岸から内陸部に向け Paracas-Chala 鉱

床区、Mala-Nazca 鉱床区、Nazca-Ocoña 鉱床区および Puquio-Caylloma 鉱床区の金属鉱床

区が設定されている。太平洋岸の Paracas-Chala 鉱床区は前記の鉄鉱帯に対応し、先カン

ブリア界および古生界の褶曲帯に位置する鉱床区である。その内帯に位置する Mala-Nazca

鉱床区および Nazca-Ocoña 鉱床区は銅鉱帯および金鉱帯に対応し、褶曲した中生界に貫入

した貫入岩に由来する鉱床区である。Puquio-Caylloma 鉱床区は多金属鉱床生成亜区に対

応し、後構造運動由来の火山岩類に関係する鉱床区であると定義される。2001 年に取り纏

められる鉱物資源探査計画(Franja２)により、存在位置が検証された調査地域における既

知鉱床・鉱徴地は 260 箇所に及ぶ。その賦存位置を第 15 図に、第 6 表にその概要一覧表

をそれぞれ示す。 

本地域に分布する既知鉱床および鉱徴を鉱床型別－鉱床胚胎母岩別に分類し、第 7 表に

示す。鉱脈型鉱床が 238 箇所記載され、既知鉱徴の大半を占める。次いでマント型鉱床が

15 箇所記載されるが、そのうちの 14 箇所は Marcona 鉄鉱山を構成する鉱体である。鉱染

型鉱徴は４箇所、網状脈型鉱徴は３箇所が記載される。以下鉱床型別に既存資料から読み

取れる鉱徴の特徴を記載する。 

 

２－４－１ 鉱脈型鉱床 
(１) 金鉱脈鉱床 
 本分類には含銀金鉱脈を包含させたが、鉱脈型鉱床で最も出現頻度が高く 94 箇所の鉱

徴が記載される。鉱脈の胚胎母岩は海岸底盤に最も多く(38 箇所)、次いで中生界堆積岩類

(23 箇所)、Bella Union 複合岩体(16 箇所)、新生界火山岩類･堆積岩類(12 箇所)、基盤複

合岩類(4 箇所)、母岩不明(1 箇所)となる。鉱床規模は極めて小さく、平均脈幅 0.3ｍ程度

であり、１m を超えるものは稀である。走向延長の記載は乏しいが、数 10ｍから数 100ｍ

程度の規模を有する。鉱脈の方向性は、走向傾斜が記載される 67 鉱徴についてみると、ア

ンデストレンドである NW-SE 系が 28 箇所と最も多く、次いで NE-SW 系の 15 箇所、E-W 系

および N-S 系が各々12 箇所である。傾斜は比較的立ったもの(50～70°)が多いが、緩い

もの(20～40°)がこれに次ぐ。走向傾斜と鉱床規模の関係を見れば、脈幅 1m 以上との記

載があるものは NW-SE 系に卓越し、傾斜は比較的立ったものに卓越する。鉱石鉱物は自然
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金、エレクトラム、含金黄鉄鉱、硫塩鉱物、黄銅鉱、方鉛鉱、閃亜鉛鉱、斑銅鉱、銅藍、

四面銅鉱、赤銅鉱、孔雀石、珪孔雀石、硫砒鉄鉱、磁硫鉄鉱、白鉄鉱、鏡鉄鉱、赤鉄鉱、

褐鉄鉱等が記載される。脈石鉱物は石英、方解石を主体とし、絹雲母、鉄明礬石、石膏、

カオリン、菱マンガン鉱、バラ輝石、明礬石、氷長石、正長石および粘土が記載される。 

 

（２）金･銅鉱脈鉱床 
 本分類には金･銅鉱床に加え、銅･金鉱床の記載をも含めた。出現頻度は金鉱脈に次ぎ 78

箇所である。鉱脈の胚胎母岩は中生界の堆積岩類に最も多く 34 箇所であり、次いで海岸

底盤の 32 箇所となり、これらにて大半(84%)を占める。次ぎに多い Bella Union 複合岩体

(11 箇所)を含めるとほぼ全ての鉱徴が、中生代の堆積岩類あるいは貫入岩類を鉱床胚胎母

岩としていることになる。鉱床規模は小さく、単純平均脈幅は 0.5m 程度である。脈幅 1m

以上の鉱徴は、記載のある 43 鉱徴のうち 8 箇所であり、前記の金鉱脈鉱床よりは若干規

模が大きいことを示唆する。走向延長の記載は乏しいが、数 10ｍから数 100ｍ程度の規模

を有する。鉱脈の方向性は、走向傾斜が記載される 49 鉱徴について見れば、NW 系が 24 箇

所とその約半分を占め、次いで NE 系 15 箇所、E-W 系 6 箇所、N-S 系 4 箇所となり、出現

傾向は金鉱脈鉱床に類似する。傾斜は比較的立ったもの(50～70°)が多いが、緩いもの(20

～40°)がこれに次ぐ。走向傾斜と鉱床規模の関係を見れば、脈幅 1m 以上との記載がある

ものは NW-SE 系に卓越(5 箇所)し次いで NE-SW 系(2 箇所)、E-W 系(1 箇所)となる。傾斜は

60～70°と比較的立ったものに卓越する。鉱石鉱物は黄銅鉱、斑銅鉱、自然金、含金黄鉄

鉱、輝銅鉱、孔雀石･珪孔雀石等の酸化銅鉱、鏡鉄鉱、赤鉄鉱、褐鉄鉱等が記載される。

脈石は石英、方解石を主体とし、カオリン、緑泥石、鉄明礬石、石膏、緑簾石、電気石、

アクチノ閃石、透閃石が記載される。 

 
（３）銅鉱脈鉱床 
 本鉱種には 56 鉱徴が記載される。鉱脈胚胎母岩は海岸底盤に最も多く 37 鉱徴が記載さ

れるが、その中でもリンガ(Linga)岩系に 22 箇所が記載される。中生界の堆積岩類には 15

箇所、Bella Union 複合岩体に 4 箇所が賦存する。従って本鉱種の全ての鉱徴が、中生代

の地層あるいは貫入岩を鉱床胚胎母岩としていることになる。鉱床の規模は前２者に比較

し若干大きく、脈幅の記載のある 36 鉱徴の単純平均脈幅は 0.6m 程度であり、1m を超える

脈幅を有するものは 9 箇所が記載される。鉱脈の方向性は走向傾斜の記載のある 41 鉱徴

のうち NW 系が 26 鉱徴を占め、次いで NE 系の 10 箇所、N-S 系の 3 箇所、EW 系の 2 箇所と

なり、出現傾向は金鉱脈鉱床に類似する。金･銅鉱脈とは E-W 系と N-S 系の出現頻度が逆

転するが、NW 系および NE 系との出現頻度の差を考慮すれば、同様の傾向を示すと言える。

鉱脈の傾斜は、約半数が比較的立ったもの(50～70°)であるが、次いで 80°以上の急傾斜

のものが現れ、緩傾斜のもの(20～40°)は少ない。走向傾斜と鉱床規模の関係を見れば、

脈幅 1m を超える９鉱徴のうち 6 鉱徴が NW 系の比較的立った傾斜の鉱脈であり、NE 系およ

び E-W 系の比較的立った傾斜の鉱脈がそれぞれ 1 箇所記載される。鉱石鉱物は黄銅鉱、斑
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銅鉱、赤銅鉱、輝銅鉱、銅藍、藍銅鉱、孔雀石、珪孔雀石、アタカマ鉱、黄鉄鉱、鏡鉄鉱、

赤鉄鉱、褐鉄鉱、磁鉄鉱、磁硫鉄鉱等が記載される。脈石鉱物は石英、方解石、カオリン、

電気石、アクチノ閃石、石膏、鉄明礬石等が記載される。 

 

（４）銅･鉄鉱脈鉱床 
 3 箇所の鉱徴が記載される。鉱脈胚胎母岩は海岸底盤を構成するリンガ岩系に 2 鉱徴、

中生代のGuaneros 累層に 1鉱徴が記載される。走向傾斜はNNE系急傾斜(N20～25°E、85°

NW～SE)のもの2鉱徴およびNNW系緩傾斜のもの1鉱徴である。何れも脈幅1m以下である。

鉱石鉱物は酸化銅鉱、孔雀石、珪孔雀石、ブロシャン銅鉱、磁鉄鉱、赤鉄鉱、針鉄鉱であ

る。脈石鉱物は石英、方解石、緑泥石等が記載される。 

 

（５）鉄鉱脈鉱床 
6 箇所の鉱徴が記載される。何れの鉱徴も Marcona 鉄鉱床の南東部に分布するいわゆる

Acari 閃緑岩体(本報告では Patap 岩系とした)中に分布する。Marcona 鉱床との関連は明

かにされていないが、鉱物組成には類似性があり、鉱床胚胎母岩に差異があるのみである。

本鉱床型の胚胎母岩は閃緑岩～花崗閃緑岩である。 

鉱脈の規模は、脈幅１～40ｍ、延長 200～1500ｍである。鉱脈の走向は NE-SW 系２鉱徴、E-W

系 2 鉱徴、N-S 系 1 鉱徴が記載される。傾斜は E-W 系が若干南に傾斜するほぼ垂直に近い

もの、NE 系が 75°北傾斜、N-S系が垂直を示す。鉱石鉱物は磁鉄鉱および赤鉄鉱からなり、

時に鉄閃亜鉛鉱を伴う。脈石鉱物は石英、アクチノ閃石、燐鉱物等である。 

 

（６）バリユウム鉱脈鉱床 
 1 箇所の鉱徴が記載される。鉱脈胚胎母岩は Pariatambo 累層の珪岩である。鉱石鉱物は

重晶石であり、脈石は石英である。記載の詳細は無く全容は不明である。 

 

２－４－２ マント型鉱床 
（１）鉄マント鉱床 
 12 箇所が記載され、全てペルーにおける唯一の鉄鉱石生産拠点である Marcona 鉱山を構

成する鉱体である。Paracas-Chala 鉱床区に賦存する。当初 Marcona 近隣の鉄鉱床は、隣

接する San Nicolas 底盤に由来する Marcona 累層および Guaneros 累層中のジュラ紀の熱

水交代鉱床であると解されていたが、現在では底盤との関連が底盤の放射年代測定値から

否定され、中生代の帯桃色石英安山岩岩脈および岩床に由来するとされている。また一部

には同成説を取り、Guaneros 累層中の鉱体は Marcona 累層からの再移動であると解する。 

 鉱体は Marcona 累層中の石灰岩および苦灰岩、Guaneros 累層中の石灰岩および石灰質砂

岩中に地層にほぼ調和的な板状として存在する。鉱体の走向は一般に E-W～NE-SW を示す。 

 Marcona 鉱山の鉱石は磁鉄鉱を主体とし黄鉄鉱が随伴する。鉱石鉱物は垂直方向に帯状

分布を示す。上部は酸化溶脱帯で地表部近辺に分布する。赤鉄鉱を主体とし、若干の残留
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磁鉄鉱を伴う。銅の酸化物や炭酸塩を、更に鉄閃亜鉛鉱を伴うこともある。中部に残留磁

鉄鉱を主体とし、部分的に赤鉄鉱に変化した黄鉄鉱を伴う漸移帯が分布する。鉄明礬石の

細脈を伴う。下部に微晶結晶磁鉄鉱からなる初成帯が分布する。脈石としてアクチノ閃石、

石英、絹雲母、緑簾石、石膏等を伴う。 

 
（２）鉄･銅マント鉱床 
 2 鉱徴が Marcona 累層と Guaneros 累層にそれぞれ 1 箇所づつ記載される。Guaneros 累

層中の鉱徴は、脈幅 3.8m、走向 N-S、傾斜 5°E と記載される。鉱石鉱物は磁鉄鉱、磁硫

鉄鉱、赤鉄鉱、鏡鉄鉱、黄銅鉱、珪孔雀石、ブロシャン銅鉱、黄鉄鉱等であり、脈石鉱物

は石英、石膏、アクチノ閃石である。 

 

（３）銅･金マント鉱床 
 中生代の Seraj 累層の石灰質砂岩中に 1鉱徴が記載される。脈幅 0.5m、走向 EW、傾斜 24°

S である。鉱石鉱物は孔雀石、珪孔雀石、赤鉄鉱、褐鉄鉱等よりなり、脈石鉱物は方解石

および石膏が記載される。 

 
２－４－３ 鉱染型鉱床 
 鉱染型鉱徴は、Au･Ag 型 2 箇所、Au･Cu 型 1 箇所および Cu･Mo 型 1 箇所の 4 鉱徴が確認

されている。 

 Au･Ag 鉱染型鉱徴は、新第三系中新統の Tacaza 層群および第四系更新統の Barroso 層群

の角礫岩中に記載される。その規模は前者が 1km×4.5km、後者が 110～180ｍ×250m であ

る。鉱石鉱物は黄鉄鉱および褐鉄鉱、脈石鉱物は石英、明礬石、粘土鉱物が記載される。 

 Au･Cu 鉱染型鉱徴は、海岸底盤 Incahuasi 岩系のトナル岩中に記載される。その規模は

4km×4.5km とあり、比較的大規模である。鉱石鉱物は自然金、銅鉱物、黄鉄鉱、脈石鉱物

は石英、炭酸塩鉱物、緑簾石が記載される。 

 Cu･Mo 鉱染型鉱徴は、本報告では岩質から暫定的に Patap 岩系に分類した。従来は海岸

底盤の塩基性未区分岩体とされていた。胚胎母岩は花崗閃緑岩とされる。鉱徴規模は 400m

×2000m で N45°E の伸張方向を有する。鉱石鉱物は黄銅鉱、炭酸塩銅鉱、赤鉄鉱、酸化マ

ンガン鉱に、脈石鉱物として石英を伴う。 

 
２－４－４ 網状脈型鉱床 
 網状脈型鉱徴は Au･Cu 型 2 箇所および Au 型 1 箇所の合計 3鉱徴が確認されている。 

 Au･Cu 網状脈型鉱徴は、胚胎母岩が海岸底盤 Incahuasi 岩系の花崗岩～花崗閃緑岩であ

り、脈幅 0.4～0.5m、走向 N80°E、傾斜 65°SW の細脈に伴う。鉱石鉱物は自然金、銅鉱

物、炭酸塩銅鉱、黄鉄鉱であり、脈石鉱物は石英である。 

 Au 網状脈鉱徴は、新第三系中新統の Tacaza 層群の凝灰岩中に賦存し、鉱石鉱物は自然

金、テルル鉱物、脈石鉱物として石英、明礬石、蝋石が記載される。 
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２－４－５ 鉱床各論  
鉱徴および鉱床の記載要旨を巻末資料１に鉱床調査表として添付した。その中の主要な

鉱床および鉱徴につき以下に記載する。 
 

１) Marcona 鉱山（第 6表、1～14 および巻末資料１参照） 

所在地；Ica 県 Nazca 郡 Marcona 区、UTM 座標；8,320,450 N、487,150 E、標高；800m 

 鉱業権者；Shougang Hierro Perú S.A.A. 
  1999 年生産量； 2,672.6 千 l.ton(金属量) 

 2001 年末埋蔵硬量；確定 858,655 千 m.ton、品位 Fe 55.3%、Cu 0.12%、S 2.56% 

  先カンブリア紀の変成岩類、古生代カンブリア紀の海成変堆積岩類および中生代ジュラ

紀の陸成変堆積岩類、変火山岩類に海岸底盤の花崗閃緑岩が貫入する。これらを覆って、

鉱化作用後の白亜紀の堆積岩を挟む凝灰岩および第三紀の半固結状の堆積岩が分布し、こ

れら全てを貫いてより若い脈岩類が貫入する。 

 鉱床はカンブリア紀の Marcona 累層中の石灰岩および苦灰岩の層準に地層に調和的に分

布する。また極一部はジュラ紀の Guaneros 累層中にも地層に調和的に胚胎する。鉱体は

NE-SW の一般走向を有し、35～65°NW の傾斜を示し、総計 117 が確認されている。その分

布範囲は約 10×10km に達する。鉱石鉱物は磁鉄鉱であり、脈石鉱物はアクチノ閃石、方

解石,石英および燐灰石である。磁鉄鉱はアクチノ閃石の直ぐ後に晶出し、石英および方

解石に伴い黄鉄鉱が鉱染する。黄鉄鉱は褐鉄鉱に変化し、アクチノ閃石は蛇紋石および滑

石に、磁鉄鉱は部分的に酸化し赤鉄鉱に変化する。これらの変質過程で鉄の硫塩鉱物、石

膏および硬石膏等が形成される。 

 鉱石鉱物の組み合せは垂直的な変化が認められる。上部は酸化帯で赤鉄鉱を主体とし部

分的に残留磁鉄鉱を伴い、酸化銅鉱、炭酸塩銅鉱を伴う。脈石は燐灰石および方解石であ

る。Fe 65%に達する富鉱帯を形成することもある。下部は潜晶質細粒磁鉄鉱にアクチノ閃

石、絹雲母、緑簾石および石膏が随伴し、燐灰石が下部に向かうにつれ漸増する。 

 

２) Orcopampa(Veta Calera Sur)鉱山（第 6表、229） 

所在地；Arequipa 県 Castilla 郡 Orcopampa 区、UTM 座標；8,303,920 N、790,604 E、

標高；3890m 

鉱業権者；Compañía Minas Buenaventura S.A. 

2000 年生産実績；粗鉱量 255.4 千 s.ton、銀 293 千 oz、金 96,843oz、銅 59s.ton 

2000 年探鉱実績；坑道 4,705m、ボーリング 17,725m、獲得鉱量 342.2 千 s.ton 

2001 年末埋蔵鉱量(確定)171.7 千 m.ton、Ag 0.6oz/st、Au 0.466oz/st 

Tacaza 層群の火山角礫岩および溶岩を母岩とする。正断層系の走向 E-W、傾斜ほぼ垂直

の平行鉱脈群よりなる。珪化変質作用、粘土化変質作用、プロピライト化作用を伴うアデ

ュラリア-絹雲母型鉱化作用に由来する。鉱石鉱物は四面銅鉱、硫砒銅鉱、方鉛鉱、黄銅
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鉱、閃亜鉛鉱、濃紅銀鉱、斑銅鉱、自然金等であり、脈石鉱物は石英、菱マンガン鉱、重

晶石、方解石等よりなる。 

Calera 脈の放射年代は 17～16.5my が得られている。また、母岩の Te/Sr 法による全岩

年代は 20.1±0.7～22.9±0.7my である。 

 

３) Shila 鉱山（第 6表、246） 

所在地；Arequipa 県 Castilla 郡 Chachas 区、UTM 座標；8,298,724 N、795,500 E、標

高；5100m 

鉱業権者；Minera Shila S.A.C. 

2000 年生産量；粗鉱量 51.7 千 s.ton、銀 346.5 千 oz、金 23,510oz 

2000 年探鉱量；坑道 4,813m、ボーリング 9,956m、獲得鉱量 68.9 千 s.ton 

 2001 年末埋蔵鉱量(確定)33.9 千 m.ton、Ag 9.5oz/mt、Au 0.468oz/mt 

 第４系更新統の Barroso 層群の安山岩質溶岩を母岩とし、珪化変質作用を伴う浅熱水性

鉱脈鉱床であり、アデュラリア-絹雲母型鉱化作用に由来する。 

 鉱脈の K/Ar 法による放射年代は、10.7my が得られている。 

 

４) Ishihuica 鉱山（第 6表、261） 

所在地；Arequipa 県 Caraveli 郡 Caraveli 区、UTM 座標；8,252,143 N、671,674 E、標

高；1990m 

鉱業権者；Inversiones Mineras del Sur S.A. 

 2001 年末埋蔵鉱量(確定)81.7 千 m.ton、Au 13.07g/mt 

Tiabaya 岩系の花崗閃緑岩を母岩とし、NW-SE 系と NE-SW 系との二系統の断裂系が存在

する。鉱床は平均走向 N45°E、傾斜 70°NW を示す 16 の鉱脈群よりなる。平均脈幅は 1.5m

で、走向延長は１km に達する。鉱脈は賛成岩脈および乳白色石英脈よりなり、赤鉄鉱、褐

鉄鉱、黄鉄鉱、黄銅鉱、硫化鉱物等を伴う。酸性岩脈は石英 73 %、斜長石 5 %、白雲母 2 %、

電気石 1 %、不透明鉱物 10 %、屑石ほかよりなる。現地確認時の採取鉱石試料の分析値は

Au 8.25 g/ton を示す。 

 

５) Ares 鉱山（第 6表、230） 

所在地；Arequipa 県 Castilla 郡 Orcopampa 区、UTM 座標；8,336,400 N、804,480 E、

標高；5015m 

鉱業権者；Compañía Minera Ares S.A.C. 

2001 年末埋蔵鉱量(確定)364.0 千 m.ton、Au 25.51g/mt、Ag 6.15oz/mt 

第三系中新統の Tacaza 層群の安山岩および流紋岩、Alpabamba 累層の凝灰岩、集塊岩、

角礫岩、安山岩およびこれらを覆う第四系の Barroso 層群の安山岩質～流紋岩質溶岩等を

母岩とする。三系統の断裂系および鉱脈系が認められる。 

N60W 系；Guadalupe 脈、Claudia 脈、Tania 脈、Diana 脈 
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N50E 系；Victoria 脈、Maruja 脈、Lula 脈 

N-S 系；NS 脈 

これらの鉱脈は単純なサイモイド構造を示す。低硫化系 Au-Ag 鉱化作用に由来し、高品

位鉱体を形成する。 

 

６) Chorunga(Veta San Juan)鉱山（第 6表、231） 

所在地；Arequipa 県 Condesuyos 郡 Rio Grande 区、UTM 座標；8,242,524 N、707,910 E、

標高；1550m 

鉱業権者；Compañía Minera Erika S.A. 

2001 年末埋蔵鉱量(確定)31.2 千 m.ton、Au 8.31g/mt 

Incahuasi 岩系の灰白色、中粒～粗粒、花崗閃緑岩～トナル岩を母岩とする。多数の断

層･裂罅系により切られ、中性～塩基性の多数の岩脈に貫かれる。カリ熱水変質作用が顕

著であり、珪化作用、緑泥石化作用を伴う。鉱床付近の断層系は、鉱化前および鉱化後の

活動が共に認められる。走向は N60-85°W、傾斜 60-75°N または Sである。これらは鉱化

流体の通路となると共に、主鉱体を構成する。脈幅は 0.4～1.8m である。鉱石鉱物は黄鉄

鉱、黄銅鉱、磁硫鉄鉱、自然金、エレクトラム、方鉛鉱、閃亜鉛鉱、斑銅鉱、銅藍、孔雀

石、赤鉄鉱、針鉄鉱、褐鉄鉱等である。脈石は白色～桃灰色石英、方解石、菱鉄鉱、正長

石等である。 

 

７) Paula 鉱山（第 6表、248） 

所在地；Arequipa 県 Castilla 郡 Choco 区、UTM 座標；8,288,211 N、811,880 E、標高；

4930m 

鉱業権者；Minera Paula 49 S.A.C. 

2001 年末埋蔵鉱量(確定)62.5 千 s.ton、Au 0.565oz/st、Ag 4.1oz/st 

第四系更新統の Barroso 層群の凝灰角礫岩、溶岩および安山岩質貫入岩を母岩とする。

母岩には三種類の熱水変質型が識別される。 

・カリ変質作用による長石質マイクロライト 

・黒雲母および角閃石の仮像を緑泥石-緑簾石-方解石の集合体で置換および斜長石斑晶の

一部を絹雲母および方解石が置換 

・母岩全体に対する絹雲母化、石英、黄鉄鉱および若干の方解石を伴う 

鉱石鉱物は含銀四面銅鉱、輝安銅銀鉱、輝銀鉱、硫銀鉱、黄鉄鉱、閃亜鉛鉱、黄銅鉱、方

鉛鉱、エレクトラム、硫砒銅鉱等である。脈石鉱物はバラ輝石、菱マンガン鉱、アデュラ

リア等である。 

  

２－５ 考 察  
調査地域には、先カンブリア紀から第四紀までの変成岩類、堆積岩類および火山岩類

が、北西－南東方向に伸張して分布する。これらを貫いて、オルドビス紀～シルル紀、白
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亜紀～古第三紀および新第三紀の貫入岩類が分布する。大局的には調査地域南西部～東部

に先カンブリア界の変成岩類が分布し、北部に向かい次第に若い時代の堆積岩類および火

山岩類が分布する配列を成すと見ることが出来る。 
本地域は太平洋岸から内陸部に向け Paracas-Chala 鉱床区、Mala-Nazca 鉱床区、

Nazca-Ocoña 鉱床区、Puquio-Caylloma 鉱床区が設定されている。従来のペルーの鉱床生

成区分に対比すれば、Paracas-Chala 鉱床区は銅鉱床生成亜区、海岸鉄･銅鉱床区、Mala- 

Nazca 鉱床区は銅鉱床生成亜区、アンデス山麓銅鉱床区、Nazca-Ocoña 鉱床区は銅鉱床生

成亜区、金･銅鉱床区、Puquio-Caylloma 鉱床区は西アンデス多金属鉱床生成亜区にそれ

ぞれ対応する。 

INGEMMET の長期計画に基づき実施されている“鉱物資源探査計画･第２年次調査”に

よって、本地域の鉱床･鉱徴は総計 260箇所が記載された。これらのうち鉱脈型鉱床が 238

箇所で最も多い。その中でも金鉱脈鉱床および金･銅鉱脈鉱床が合わせて 172 箇所を占め

ており、Nazca-Ocoña 鉱床区の特性が最も強く現れている。銅鉱脈鉱床の 56 箇所は

Mala-Nazca 鉱床区の特徴を示している。ついでマント型鉱床が 15 箇所記載されるが、こ

のうち 12 箇所は鉄マント鉱床、2箇所は鉄･銅マント鉱床であり、これらはいずれもペル

ー唯一の鉄鉱生産鉱山である Marcona 鉱床を構成するものである。更に周辺には 6箇所の

鉄鉱脈鉱床および3箇所の鉄･銅鉱脈鉱床の記載もありParacas-Chala鉱床区の特徴を示

している。この他鉱染型鉱床 4箇所、網状脈型鉱床 3箇所が知られているが、これらのう

ち鉱染型 2箇所および網状脈型 1個所は Puquio-Caylloma 鉱床区に位置する新生代の火山

岩中に分布する。 

 鉱物組合せからこれらの鉱徴を考察すれば、金単味の鉱徴が新生界の火山岩中に認めら

れることが非常に重要な意味を持つものと考えられる。即ち新規火山岩類に由来する金鉱

化作用の存在を示唆していると解釈することができる。これらの母岩は、下部中新統の

Tacaza 層群、Camaná 層群と更新統の Barroso 層群であり、中新世以降現世まで金鉱化作

用が継続していることを示している。このことは Caylloma-Puquio 地区の地熱活動調査報

告書(Steinmuller,K. et al、1998)に、調査地域東部(図画 32-p)の Viques 温泉沈殿物の

分析で、Au 0.05ppm、Ag 0.7ppm、As 2,041ppm、Fe 25.3%等の値が記載されている事から

も、現世の鉱化作用の片鱗が覗える。因みに Viques 温泉は標高 3450m にあり、Barroso

層群を切る断裂系に由来する温泉であり、泉温 25℃、泉量 30 l/分、pH 3.5、硫化水素ガ

スを伴う。 

 中生界の堆積岩類中に存在する金単味鉱脈鉱床の存在については、層準規制型鉱床の示

徴である可能性を検討する必要がある。一般に層準規制型の鉱床においては、後の地質変

動による金属成分の移動や再濃集の現象が知られており、金属鉱物の組合せ･共存脈石鉱物

の種類･生成温度などを総合的に調査･解析する必要がある。中生界の Seraj 累層中に小

規模ではあるがマント型銅･金鉱徴の記載もあり、金単味鉱脈鉱床の存在は層準規制型鉱

床の示徴としての検討に値する着眼点であると考える。 

 本地域における鉱床･鉱徴に関する鉱床学的検討は Marcona 鉱山を除きほとんど実施さ
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れていない。既往資料および鉱徴分布から調査地域の鉱化作用を類型化すれば以下のよう

にまとめられる。 

・中生代末の安山岩質貫入岩体に関係するマント型および鉱脈型鉄･(銅)鉱床 
・白亜紀末～古第三紀初頭の海岸底盤に関係する金、金･銅、銅鉱脈鉱床 
・中新世～現世の火山岩類に関連する金鉱脈･鉱染･網状脈鉱床 
 
以上を総括すれば、既存資料解析から得られる調査が必要な区域抽出のための要件は、

次ぎの２項目に要約することができる。 
①中新世～現世火山岩類分布域に重複する金および金･銅鉱徴賦存域 
②層準規制型鉱床胚胎の可能性の有る中生代の火山岩類･堆積岩類分布域に重複する金

単味鉱徴賦存域 
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第３章 総合解析  
 

衛星画像解析では、鉱脈型鉱床の賦存位置はリニアメント分布密度との関連は無く、か

つ中生界に鉱脈が位置する場合には、酸化鉄指標および粘土鉱物指標との関連も明瞭では

無い。しかし、これが新生界に分布する場合には、酸化鉄指標あるいは粘土鉱物指標が必

ず伴われる。鉱染型および網状脈型鉱床はリニアメント分布密度の相対的高まりの近辺に

位置し、その賦存位置には弱いながらも酸化鉄指標あるいは粘土鉱物指標のいずれかが分

布すると結論された。 
既存資料解析では、中新世～現世の火山岩類に関連する金鉱化作用および白亜紀末～古

第三紀初頭の貫入岩類に由来するとされる鉱脈鉱徴群のうち、層状鉱床胚胎の可能性の有

る地質単元中に分布する金単味鉱脈鉱徴の性格の確認が、今後の優先課題であると結論さ

れた。 
衛星画像解析結果及び既存データ解析結果を GIS を用いて統合することにより、総合解

析図を作成した。総合解析図には以下の各解析結果を表示した(第 16 図、別添図１）。 
 

① 既知鉱床・鉱徴地の位置 
② 鉱床胚胎母岩の分布 
③ リニアメント密度分布 
④ R21(酸化鉄指標)値アノマリー 

⑤ R57(粘土鉱物指標)値アノマリー 

 
上記解析結果に基づき、調査地域全域における探鉱有望地区の抽出を行った。抽出の基

準として次の要素の組み合せにより有望性を判断した。 
① 衛星画像解析により抽出された酸化鉄指標アノマリーの集中する地区。 
② 衛星画像解析により抽出された粘土鉱物指標アノマリーの集中する地区。 
③ リニアメントの分布密度の高い地区。 
④ 新しい金鉱化･変質作用の母岩となり得る中新世～更新世の火山岩類、および層

状鉱床胚胎の可能性の有る中生代の Guaneros 累層、Yura 層群、Casma 層群が分

布する地区。 
⑤ 既知鉱徴地が複数分布する地区。 

 
この結果、西から東の順に下記の５つの有望地区が抽出された。 

① Nazca 地区 
② Tocota 地区 
③ Chuquibamba 地区 
④ Andagua 地区 
⑤ Orcopampa 地区 
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有望地区一覧を次に示す。 
 

有望地区一覧表 
 

地区名 中心点 

座標 

R21 

(酸化鉄指標) 

R57 

(粘土鉱物 

指標) 

ﾘﾆｱﾒﾝﾄ 
密度分布 

対象母岩 既存鉱徴 

①Nazca 14ﾟ25’S

75ﾟ15’W

Yura層群周辺

に微弱 

Yura層群中に

NW-SE方向に

若干 

高密度分布

頂部 

JK-yu 

(Yura層群) 

金単味鉱脈型

②Tocota 15ﾟ40’S

74ﾟ10’W

Guaneros層群

中に小規模 

Guaneros層群

中の断層沿

中規模 

高密度分布

頂部3個所

E-W､NW-SE、

NE-SW系断層

分布域 

Js-gu 

(Guaneros層群) 

JK-yu 

(Yura層群) 

金単味鉱脈型

③Chuqui- 

    bamba 

15ﾟ40’S

72ﾟ45’W

Tacaza層群中

に大規模 

Barroso層群に

連続 

Tacaza層群、

Barroso層群中

に小規模 

一部R21に重複

密度分布 
鞍部 

PN-ta 

(Tacaza層群) 

NQ-ba 

（Barroso層群） 

金鉱染型 

④Andagua 15ﾟ30’S

72ﾟ25’W

Tacaza層群中

に大規模 

Barroso層群に

連続 

Tacaza層群中

に小規模 

一部R21に重複

高密度分布

頂部2個所

PN-ta 

(Tacaza層群) 

NQ-ba 

（Barroso層群） 

無 

⑤Orcopampa 15ﾟ20’S

72ﾟ15’W

Tacaza層群中

に大規模 

Barroso層群に

連続 

Tacaza層群、

Barroso層群中

に中規模 

一部R21に重複

高密度分布

頂部4個所

PN-ta 

(Tacaza層群) 

NQ-ba 

（Barroso層群） 

金単味鉱脈型

金鉱染型 
金網状脈型

 
 
 これらの抽出地区における調査･検討課題は以下の通りである。 
 
① Nazca 地区 

本地区は中生代 Yura 層群が広く分布する地区であり、その南北両側には Tiabaya 岩系

の大規模な貫入岩が分布し、鉱脈型金鉱床が集中するする。従って、これらの金単味鉱脈

鉱床の脈石鉱物組成、鉱床生成温度、画像から抽出できなかった母岩の変質等のデータ収

集のための現地踏査を実施し、Yura 層群中に潜在する潜頭型層状鉱床の賦存の可能性を検

討する。 
 

② Tocota 地区 
本地区は中生代 Guaneros 累層が広く分布する地域であり、その北側には Tiabaya 岩系

および Bella Union 複合岩体が分布し、鉱脈型金鉱床が集中するする。更に地区東部境界

- 123 -



付近の Tiabaya 岩系との接触部周辺には、粘土鉱物指標アノマリーの小規模な集中が認め

られ、一部では点在する酸化鉄指標アノマリーとも重複する。従って、金単味鉱脈鉱床の

脈石鉱物組成、鉱床生成温度、画像から抽出できなかった母岩の変質等のデータ収集のた

めの現地踏査を実施し、Guaneros 累層中の潜頭型層状鉱床の賦存の可能性を検討すると共

に、地区東部における交代鉱床賦存の可能性を検討する。 
 

③ Chuquibamba 地区 
本地区は新生代中新世 Tacaza 層群を主とし、更新世 Barroso 層群が分布し、リニアメ

ント分布密度の高まりの北斜面に位置し、酸化鉄指標アノマリーが集中し、かつ点在する

粘土鉱物指標アノマリーとも一部重複し、鉱染型金鉱徴が存在する。従って、画像から抽

出された母岩の変質等の検証および岩石試料採取を含む地質データ収集のための現地踏査

を実施し、変質鉱物組成、変質鉱物生成温度、岩石試料の分析結果等を総合的に検討し、

浅熱水性金鉱床賦存の可能性を探る。 
 

④ Andagua 地区 
本地区は新生代中新世 Tacaza 層群、更新世 Barroso 層群が分布し、リニアメント分布

密度の頂部を含む NW-SE 方向の高まりに位置し、酸化鉄指標アノマリーの小規模な集中が

認められ、かつ点在する粘土鉱物指標アノマリーとも一部重複する。既存鉱徴は知られて

いないが、画像から抽出された母岩の変質等の検証および岩石試料採取を含む地質データ

収集のための現地踏査を実施し、変質鉱物組成、変質鉱物生成温度、岩石試料の分析結果

等を総合的に検討し、浅熱水性金鉱床賦存の可能性を探る。 
 

⑤ Orcopampa 地区 
本地区は新生代中新世 Tacaza 層群を主とし、更新世 Barroso 層群、現世火山砕屑岩類

が分布し、リニアメント分布密度の頂部を含み、酸化鉄指標アノマリーの集中が認められ、

かつ点在する粘土鉱物指標アノマリーとも一部重複し、操業中の鉱山も位置する。従って、

画像から抽出された母岩の変質等の検証および岩石試料採取を含む地質データ収集のため

の現地踏査を実施し、変質鉱物組成、変質鉱物生成温度、岩石試料の分析結果等を総合的

に検討し、浅熱水性金鉱床賦存の可能性を探る。 
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